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将来展望WGが設置された理由



将来展望WGにおける学会の課題抽出の検討手順

ペルソナ分析

サービスのターゲットとなる顧客像（ペルソナ）を、架空の人物として詳細に設定、
その顧客の行動や思考を分析し、商品・サービスの開発や戦略・施策を検討



将来に拡張すべき土木学会の価値



土木学会に求められる役割とそれを実現する土木学会の姿





ペルソナ分析



ペルソナ分析















キャッチフレーズ



ペルソナから抽出した施策一覧



【組織間交流の推進】
● 部門間での情報共有・意見交換を支援し部門横断的な取り組みを支援する

【会員の交流の推進】
● オンライン上での会員交流を促進し、日々のコミュニケーションの円滑化と交流を図

る

● オフライン（全国大会、研究発表会等）での会員交流をより促進する

● 会員マッチングによる協働を支援する

● 会員が全国で社会貢献できる環境を構築する（関係人口ならぬ関係会員）

【会員活動の促進】
● 会員が業務として委員会活動等に参加できるよう、所属元に働きかける

● 委員会活動への若手・他業種の参加を促す

【情報の蓄積・公開】

● 会員が土木学会の情報（知見・成果）を活用しやすくする

○ 学会が保有する資料・動画をデータベース化する

○ イベントアーカイブを整備し、有料配信の仕組みを構築する

○ 教材として活用できる資料や情報を共有・公開する

● 周知を強化し、情報の存在やアクセス方法を学会内外に広く周知する

今後対応すべき事項 （JSCE2025より抜粋）



【支部活動の活性化】

● 支部活動を支援・可視化する

● 支部間連携・本部-支部間の連携を強化する

【アウトリーチの強化】

● 子供がインフラ学習に継続的に関わることを促す

● 高専・工業高校、小中高の社会科教育など多様な教育機関へのアプローチを図る

● 学生と企業・業界との接点を創出する

● 公務員向け支援を拡充する

【会員種別の多様化】

● 関心をもつ人が土木学会の資産を活用できる新たな会員種別を導入する

【DEI推進】

● 誰もが伸び伸びと発言できる雰囲気を醸成し、組織のフラット化を図る

● 学会運営・学会活動への多様な人材の参画を促進する

● ハラスメント対応を明確化する

【組織体制・文化の見直しと改善】

● 委員会構成を見直し，既往の委員会と部門の再整理を検討する

● 事務局職員が委員会活動等に対等なパートナーとして参加できる環境を醸成する

● 各種申請手続きを明確化し，事務処理を効率化・簡素化する

今後対応すべき事項 （JSCE2025より抜粋）



キャッチフレーズ
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